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し，造波における特殊な境界値問題としての Neumann- Kelvin 問題を究明することの重要性を述べ
ている。

















第 5 章では，本論文で用いられた 4 種の数値計算法，すなわち(1)吹き出し分布法， (2)多極展開法， (3) 
対数核関数を用いた境界要素法， (4)波核関数を用いた境界要素法について述べ，その長所短所について
論じている。














この閉塞条件を満たすNeumann-Ke 1 vin 解が最も合理的な解である乙とを示している。
(3) 閉塞条件を満たす解 l乙微小な強さの特異な固有解を加えた解は，元の位置からわずか沈下した位置
で物体境界条件を近似的に満足し，この沈下量は特異な固有解の強さに比例する乙とを示すとともに，
航走物体の沈下量及び造波抵抗の変化を近似的に求める方法を与えている。
以上の研究成果は，船舶流体力学，特に造波抵抗理論上多くの新しい知見を与えたものであり，造船
学の発展に寄与するところが大きく 博士論文として価値あるものと認める。
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